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齋藤山元町長（左）と 
砂金土曜日の会会長（右） 

 

４
月
６
日
午
後
７
時
よ
り
、

普
門
寺
に
お
い
て
、
齋
藤
俊
夫

山
元
町
長
と
山
元
町
震
災
復

興
土
曜
日
の
会
の
懇
談
会
が

実
現
し
ま
し
た
。
町
が
募
集
し

た
町
長
と
の
「
ふ
れ
あ
い
ト
ー

ク
」
に
応
募
し
た
と
こ
ろ
町
長

が
応
じ
た
も
の
で
、
議
題
に
よ

っ
て
は
平
行
線
を
た
ど
り
ま

し
た
が
、
終
始
な
ご
や
か
な
雰

囲
気
で
す
す
め
ら
れ
ま
し
た
。 

「
や
め
た
職
員
も
戻
れ
る
福
島
に

し
た
い
」 …

福
島
医
療
生
協
専
務
の
渡
辺
さ
ん 

 
 

４
月
４
日
、
福
島
市
に
あ
る
福
島
医
療
生
協
を
訪

れ
、
専
務
の
渡
辺
さ
ん
か
ら
、
お
も
に
原
発
の
問
題

に
つ
い
て
お
話
し
を
う
か
が
い
ま
し
た
。 

 

福
島
医
療
生
協
の
あ
る
渡
利
地
区
は
比
較
的
放

射
線
量
の
高
い
福
島
市
の
中
で
も
特
に
高
い
と
の

事
。
多
く
の
職
員
が
不
安
を
抱
え
な
が
ら
、
仕
事
を

続
け
て
い
ま
す
。
全
国
か
ら
の
支
援
を
受
け
な
が

ら
、
み
ん
な
が
戻
れ
る
福
島
を
と
の
強
い
思
い
が
伝

わ
っ
て
く
る
訪
問
で
し
た
。 

今
年
最
高
の
気
温
？
夏
用
タ
イ
ヤ
に

履
き
か
え
し
ま
し
た
（4

/5

撮
影
） 

１月着任して最初のニュースで送った

のと同様の事務所前の車の写真です。前

回は雪に覆われていましたが、今はすっ

かり暖かくなり、5 日、夏用タイヤに交換し

ました。 

 早いもので、もう 2 か月半。今回の現地

コーディネーターの任務を終え、明日帰

阪します。 

 今後は尼崎で、被災地支援の取り組み

を続けます。宮城のみなさん、近畿のみな

さんありがとうございました。 

（尼崎医療生協 山口寛） 

齋
藤
町
長
と
ふ
れ
あ
い

ト
ー
ク
！ 

山
元
町
震
災
復
興
土
曜
日
の
会 東田仮設住宅北集会所にて 

４
月
６
日
近
畿
定
例
支
援 

近
畿
か
ら
８
人
（
神
戸
６
人
、
か

わ
ち
野
１
人
、
尼
崎
１
人
）
参
加 

 
２
０
１
３
年
度
最
初
の
近
畿
定
例
支
援
が
、
６
日
取
り
組
ま

れ
、
午
前
中
は
山
元
町
東
田
仮
設
住
宅
北
集
会
所
と
坂
元
老
人

い

、
齋
藤
俊
夫

元
町
長

元
町
震
災
復
興
土
曜

会

 

憩
い
の
家
で
、
午
後
は
吉
野
さ

ん
宅
で
、
そ
れ
ぞ
れ
健
康
チ
ェ

ッ
ク
や
体
操
、
被
災
体
験
を
聞

く
会
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

神
戸
か
ら
の
参
加
者
６
人
は

６
日
セ
ン
タ
ー
で
一
泊
し
、
翌

７
日
悪
天
候
の
中
、
女
川
方
面

へ
被
災
地
見
学
に
出
か
け
ま

し
た
。 

ニュースのバックナンバーがブログでご覧になれます → http://plaza.rakuten.co.jp/kakehashiblog/ 


